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脳卒中患者のADLの改善とQOLに及ぼす要因の解析

―市町村の機能訓練事業の利用者を対象として―

山下 公平 荒記 俊一 村田 勝敬

田宮菜奈子 佐々木和人

　埼玉県の全市町村の機能訓練事業より無作為抽出した16事業の利用者である脳卒中患者141人（男子92人，

女子49人）を対象とした断面調査により，ADL（Activities of Daily Living）の改善とQOL（Quality of Life）

に及ぼす要因を多変量解析で検討し，以下の結果を得た。

　(1)　ADLの改善に対し，訓練前のADLが低いことと発病後訓練開始までの期間が短いことが有意に関

連した（多重ロジスティック分析）。

　(2)　QOLに対し，①年齢が高いことのほか，②ADLが高い（介助の必要度が低い）こと，③障害者手帳

をもっていること，および④事業所への通所回数が少ないことが有意に関連した（重回帰分析）。

　以上より，ADLの低い利用者がなるべく早い時期に機能訓練事業に参加できることがADLの改善に効

果的であることが示唆された。また，ADLが低く，通所回数が多く，障害者手帳を持たない高齢者でない

利用者への心理的配慮が必要であることが示された。
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